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１．全国Q地図を開きます

クリックして
地図を開きます



２．任意の地点に地図を持っていきます



３．地形がわかるもの
（海岸線や川など）をなぞってみましょう

ツール 作図・ファイル



“線”を選択

線を描き始める場所
で左クリック1回

海岸線の輪郭を
なぞりながら左クリック
を続けていきます



線を描き終わったら
左ダブルクリックすると
線の太さや色を決められますので、
設定してOKをクリックします。

ダブルクリック



“確定”ボタンをクリックして
線の描画を確定します。



４．線をそのままに背景の地図を
変えてみましょう。

“地図”をクリックします。

地図の切り替え画面が出ます



“今昔マップ”を選びます。

“関東（5万分の１）を選択。



一番古い地図を選んでみます

背景の地図が変わりました



５．古い地図の記載項目をなぞってみましょう。

“多角形”を選択します。

「須津沼」（青色の部分）
沼川沿いの湿地帯（緑色部分）
集落（赤色部分）を塗ります



地図を切り替えます

新たに宅地化さ
れた地域

沼の跡は
工場や老人ホームが立地



空中写真で見てみましょう



立体的に見てみましょう

ツール

３Ｄ

小



作業した図を保存します

作図・ファイル

GISデータとして保存

KML形式

上記の内容で保存
デスクトップ等に
保存します



６．ハザードマップの重ね合わせ
一旦地図に戻り、「ハザードマップポータルサイト」
を開きます



“洪水浸水想定区域（想定最大規模）”を
開いてみましょう



浸水の色が特に濃い地域を塗りつぶします。



名前を付けて保存します



保存したファイルをクリックすると
Google Earthが立ち上がります



右クリック

プロパティ

標高



“地面に相対”を選択“2m”に設定

“OK”を選択



人形マーク
（ピグモン）を
地図内に動かします ストリートビューが出ます

浸水深
2ｍライン



実際の災害現場を見てみましょう

一旦リセット

トップ
→“近年の災害”



“台風・豪雨等”

令和３年7月1日から
の大雨



崩壊地等分布図
（第３報） “熱海市”で検索





トップ
→“標高・土地の凸凹”

色別標高図＋
陰影起伏図



正射画像
熱海伊豆山地区
(7/6撮影）



ツール
→“重ねて比較”を選択



“写真”に切り替え



スライドすると
土石流の流れが
わかります



【課題】

身近な地域の地形や土地利用の変化と

災害のリスクを図示して説明しなさい。


